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１． 世界の穀物全体の需給の概要（見込み）                （※↑↓は前月見通しからの増減） 
① 生産量：27 億 4,590 万トン（対前年度比 1.9％減）↓ 
② 消費量：27 億 7,669 万トン（対前年度比 1.0％減）↑ 
③ 期末在庫量：７億 6,327 万トン（対前年度比 3.9％減）↓ 

期末在庫率：27.5％（対前年度差 0.8 ポイント減）↓  
【主な品目別の動向】 
 
 
 

 
 
 
 

① 生産量：７億 8,268 万トン（対前年度比 0.4％増）↑･･ﾛｼｱ､ｶﾅﾀﾞ、カザフ等で増加、ｳｸﾗｲﾅ､ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ､ｲﾝﾄﾞ､EU､      
                                  等で減少（前月に比べｱﾙｾﾞﾝﾁﾝで下方修正） 
② 消費量：７億 9,117 万トン（対前年度比 0.3％減）↑･･ﾛｼｱ等で増加、ｲﾝﾄﾞ、中国等で減少 
③ 期末在庫量：２億 6,782 万トン（対前年度比 3.1％減）↑･･ﾛｼｱ、中国等で増加､ｲﾝﾄﾞ､EU、米国等で減少 
  期末在庫率：33.9％（対前年度差 1.0 ポイント減）↓ 
 
 
 
 

 
 

 
① 生産量：11 億 6,839 万トン（対前年度比 4.0％減）↓･･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ等で増加､米国､EU､ｳｸﾗｲﾅ等で減         

少 
② 消費量：11 億 7,530 万トン（対前年度比 2.3％減）↑･･中国、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ等で増加、米国、EU、ｶﾅﾀﾞ等で減少          
③ 期末在庫量：３億 76 万トン（対前年度比 2.2％減）↓･･ｳｸﾗｲﾅ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ等で増加、米国、中国、EU 等で減少 

期末在庫率：25.6％（対前年度差 0.0１ポイント増）↓ 
 

 
 
 
 

① 生産量：５億 369 万トン（対前年度比 2.2％減）↓･･ｲﾝﾄﾞ、パキスタン等で減少 
② 消費量：５億 1,777 万トン（対前年度比 0.4％減）↓･･ｲﾝﾄﾞ等で減少 
③ 期末在庫量：１億 6,902 万トン（対前年度比 7.7％減）↓･･中国、ｲﾝﾄﾞ等で減少 

期末在庫率：32.6％（対前年度差 2.6 ポイント減）↓ 
 

２． 世界の大豆需給の概要（見込み） 

 

 

 
 
 

① 生産量：３億 9,053 万トン（対前年度比 9.8％増）↓･･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ、ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ､中国等で増加、米国等で  
減少 

② 消費量：３億 8,017 万トン（対前年度比 4.7％増）↓･･中国等で増加 
③ 期末在庫量：1 億 217 万トン（対前年度比 7.9％増）↑･･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ等で増加 

期末在庫率：26.9％（対前年度差 0.8 ポイント増）↑ 
 

大臣官房政策課食料安全保障室 西内、安齋、松原 （03-6744-2368） 

小麦 ：世界の生産量は、アルゼンチンで 10 月の乾燥により単収が引き下げられたが、豪州で平年以上の降

雨に恵まれ単収が引き上げられたことから、前月から上方修正され、史上最高となる見通し。世界の消費

量は、EU 等の飼料用その他需要量で引き上げられるも、バングラデシュ等の食用他需要の引き下げに

より前月から下方修正され、前年度を下回る見通し。世界の生産量は消費量を下回り、期末在庫量は前

年度を下回る見通し。なお、ウクライナの生産量、輸出量は前月から見通しの変更はない。 

コメ（精米） ：世界の生産量は､パキスタン南部のシンド州で、洪水の影響により単収が引き下げられたこと
等から、前月から下方修正され、前年度を下回る見通し。世界の生産量は消費量を下回り、期末在庫
量は前年度を下回る見通し。 

とうもろこし：世界の生産量は、米国で単収が引き上げられたが、EU でハンガリーの生産量が引き下げられ

たため、前月から下方修正され、前年度を下回る見通し。世界の消費量は、前年度より減少する見通

し。世界の生産量は消費量を下回り、期末在庫量は前年度を下回る見通し。なお、ウクライナの生産

量、輸出量は前月から見通しの変更はない。 

世界の生産量は、米国で単収が引き上げられたが、アルゼンチンで収穫面積が引き下げられたことから、前
月から下方修正された。しかし、ブラジルの増産などから前年度を上回り、史上最高となる見通し。世界の消費
量は、中国等の需要増で前年度を上回る見通し。世界の生産量は消費量を上回り、期末在庫量は前年度を上
回る見通し。 

米国農務省は、11 月９日（現地時間）、2022/23 年度の７回目の世界及び主要国の穀

物・大豆に関する需給見通しを発表した。その概要は以下のとおり。 

－2022/23 年度の穀物の生産量は消費量を下回る見込み 



世界の穀物･大豆の需給動向
 (米国農務省2022年11月9日発表)

【穀物】   (単位：百万ﾄﾝ)

年度 2020/21 2021/22 （参　考）

 項目

(見込み) (予想) 2012/13

 全体

  生  産  量 2,725.14 2,797.89 2,745.90 ▲ 1.9% ▲ 0.6 2,295.7

  消  費  量 2,741.31 2,805.31 2,776.69 ▲ 1.0% 1.5 2,284.4

  期末在庫量 801.47 794.06 763.27 ▲ 3.9% ▲ 2.5 480.4

  期末在庫率 29.2% 28.3% 27.5% ▲ 0.8 ▲ 0.1 21.0%

 小麦

  生  産  量 774.53 779.44 782.68 0.4% 1.0 660.5

  消  費  量 782.08 793.78 791.17 ▲ 0.3% 1.0 680.0

  期末在庫量 290.65 276.31 267.82 ▲ 3.1% 0.3 181.1

  期末在庫率 37.2% 34.8% 33.9% ▲ 1.0 ▲ 0.0 26.6%

 粗粒穀物

  生  産  量 1,441.28 1,503.36 1,459.54 ▲ 2.9% ▲ 0.3 1,159.2

  消  費  量 1,455.74 1,491.61 1,467.75 ▲ 1.6% 0.8 1,139.5

  期末在庫量 322.90 334.64 326.43 ▲ 2.5% ▲ 0.6 175.7

  期末在庫率 22.2% 22.4% 22.2% ▲ 0.2 ▲ 0.1 15.4%

とうもろこし

  生  産  量 1,129.29 1,217.46 1,168.39 ▲ 4.0% ▲ 0.4 898.8

  消  費  量 1,143.97 1,202.59 1,175.30 ▲ 2.3% 0.8 877.4

  期末在庫量 292.80 307.68 300.76 ▲ 2.2% ▲ 0.4 144.8

  期末在庫率 25.6% 25.6% 25.6% 0.01 ▲ 0.1 16.5%

 コメ(精米)

  生  産  量 509.32 515.09 503.69 ▲ 2.2% ▲ 1.4 476.1

  消  費  量 503.49 519.91 517.77 ▲ 0.4% ▲ 0.3 464.9

  期末在庫量 187.92 183.10 169.02 ▲ 7.7% ▲ 2.2 123.5

  期末在庫率 37.3% 35.2% 32.6% ▲ 2.6 ▲ 0.4 26.6%

【大豆】

年度 2020/21 2021/22 （参　考）

 項目 (見込み) (予想)  前年度比 2012/13

  生  産  量 368.52 355.59 390.53 9.8% ▲ 0.5 269.1

  消  費  量 363.76 363.17 380.17 4.7% ▲ 0.1 265.1

  期末在庫量 100.03 94.67 102.17 7.9% 1.7 58.7

  期末在庫率 27.5% 26.1% 26.9% 0.8 0.4 22.1%

 資料：米国農務省「World Agricultural Supply and Demand Estimates｣(November 9, 2022)

　　　「Oilseeds：World Markets and Trade｣､「PS&D」

　 注：1) 穀物全体は、小麦、粗粒穀物、コメ(精米)の計。なお、各品目の計が全体の数値と

        合わない場合がある。　　　 

 　　　2) 小麦は、小麦及び小麦粉(小麦換算)の計。

　 　　3) 期末在庫率(％)＝期末在庫量×100／消費量

　 　　4) 年度のとり方は、品目及び地域により異なる。[例えば､米国では､小麦(6～5月)､

  　　　とうもろこし(9～8月)､コメ(8～7月)、大豆(9～8月)]
　 　　5) 在庫率の前年度比及び前月差の欄は、前年度及び前月発表とのポイント差。

　 　　7) なお、「Oilseeds：World Markets and Trade｣､「PS&D」 については、公表された
        最新のデータを使用している。

2022/23

2022/23

 前年度比
(期末在庫率は
「前年度差」)

前月差

前月差

        なお、表示単位以下の数値により計算しているため、表上では合わない場合がある。
　　　 6) （参考）は、直近の価格高騰の原因となった2012/13年度の需給について掲載。



米国の穀物･大豆の需給動向
 (米国農務省2022年11月9日発表)

【穀物】   (単位：百万ﾄﾝ)
年度 2020/21 2021/22 （参　考）

 項目

(見込み) (予想) 2012/13

 全体
  生  産  量 429.86 448.60 414.89 ▲ 7.5% 0.6 353.0
  消  費  量 351.24 361.36 348.36 ▲ 3.6% 0.9 317.1
  輸  出  量 107.23 94.85 82.57 ▲ 12.9% ▲ 0.4 51.6
  期末在庫量 58.40 57.18 49.21 ▲ 13.9% 0.3 44.2
  期末在庫率 12.7% 12.5% 11.4% ▲ 1.1 0.1 12.0%

 小麦

  生  産  量 49.75 44.80 44.90 0.2% - 61.3
  消  費  量 30.41 30.40 29.75 ▲ 2.1% 0.1 37.8
  輸  出  量 27.05 21.78 21.09 ▲ 3.2% - 27.5
  期末在庫量 23.00 18.21 15.54 ▲ 14.7% ▲ 0.1 19.5
  期末在庫率 40.0% 34.9% 30.6% ▲ 4.3 ▲ 0.4 29.9%

 粗粒穀物
  生  産  量 372.89 397.71 364.77 ▲ 8.3% 0.7 285.3
  消  費  量 315.97 326.15 314.11 ▲ 3.7% 0.7 275.5
  輸  出  量 77.21 70.46 59.22 ▲ 16.0% ▲ 0.3 20.7
  期末在庫量 34.01 37.71 32.52 ▲ 13.8% 0.3 23.5
  期末在庫率 8.6% 9.5% 8.7% ▲ 0.8 0.1 7.9%
とうもろこし
  生  産  量 358.45 382.89 353.84 ▲ 7.6% 0.9 273.2
  消  費  量 306.69 317.12 305.45 ▲ 3.7% 0.6 263.0
  輸  出  量 69.78 62.78 54.61 ▲ 13.0% - 18.5
  期末在庫量 31.36 34.98 30.02 ▲ 14.2% 0.3 20.9
  期末在庫率 8.3% 9.2% 8.3% ▲ 0.9 0.1 7.4%

 コメ(精米)
  生  産  量 7.22 6.09 5.22 ▲ 14.3% ▲ 0.0 6.3
  消  費  量 4.86 4.81 4.51 ▲ 6.2% 0.0 3.8
  輸  出  量 2.97 2.61 2.25 ▲ 13.8% ▲ 0.1 3.4
  期末在庫量 1.39 1.26 1.15 ▲ 8.7% 0.1 1.2
  期末在庫率 17.8% 17.0% 17.0% 0.03 1.7 16.1%

【大豆】
年度 2020/21 2021/22 （参　考）

 項目 (見込み) (予想)  前年度比 2012/13

  生  産  量 114.75 121.53 118.27 ▲ 2.7% 0.9 82.8
  消  費  量 60.91 62.78 64.48 2.7% 0.3 48.6
  輸  出  量 61.67 58.72 55.66 ▲ 5.2% - 36.1
  期末在庫量 6.99 7.45 5.99 ▲ 19.6% 0.6 3.8
  期末在庫率 5.7% 6.1% 5.0% ▲ 1.1 0.5 4.5%

 資料：米国農務省「World Agricultural Supply and Demand Estimates｣(November 9, 2022)
　　　「Oilseeds：World Markets and Trade｣､「PS&D」
　 注：1) 穀物全体は、小麦、粗粒穀物、コメ(精米)の計。なお、各品目の計が全体の数値と
        合わない場合がある。　　　 
 　　　2) 小麦は、小麦及び小麦粉(小麦換算)の計。
　 　　3) 期末在庫率(％)＝期末在庫量×100／(消費量＋輸出量)

　 　　4) 年度のとり方は、品目及び地域により異なる。[例えば､米国では､小麦(6～5月)､
  　　　とうもろこし(9～8月)､コメ(8～7月)、大豆(9～8月)]

2022/23

2022/23

　　　 6) （参考）は、直近の価格高騰の原因となった2012/13年度の需給について掲載。

 前年度比
(期末在庫率は
「前年度差」)

前月差

　 　　7) なお、「Oilseeds：World Markets and Trade｣､「PS&D」 については、公表された
        最新のデータを使用している。

　 　　5) 在庫率の前年度比及び前月差の欄は、前年度及び前月発表とのポイント差。
        なお、表示単位以下の数値により計算しているため、表上では合わない場合がある。

前月差
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(November 2022)、「PS&D」
（注）なお、「PS&D」 については、最新の公表データを使用している。

○ 世界の穀物消費量は、途上国の人口増、所得水準の向上等に伴い増加傾向で推移。2022/23年度は、2000/01年度に比
べ1.5倍の水準に増加。一方、生産量は、主に単収の伸びにより消費量の増加に対応している。

○ 2022/23年度の期末在庫率は、生産量が消費量を下回り、前年度より低下し、27.5％。直近の価格高騰年の2012/13年
度(21.0％)を上回る見込み。

□ 穀物（コメ、とうもろこし、小麦、大麦等）の需給の推移




